
平成 28 年 12 月 19 日 

各  位 

会 社 名 株式会社ファステップス 

代表者名 代表取締役社長 髙橋 秀行 

 （コード番号 2338 東証第二部） 

問合せ先 取締役管理部長 村山 雅経 

Ｔ Ｅ Ｌ 03-5360-8998（代表） 

 

 

第１回無担保転換社債型新株予約権付社債に係る 

資金使途および支出時期変更のお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、平成 28 年 10 月 11 日付「第三者割当による第 6回新株予約権

の発行及び第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の発行に関するお知らせ」にて開示いたしました

「調達する資金の具体的な使途」（以下、「資金使途」といいます。）および支出時期について、下記

のとおり変更することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

1. 変更理由 

当社は、平成 28 年 10 月 11 日付「第三者割当による第６回新株予約権の発行及び第１回無担保転

換社債型新株予約権付社債の発行に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、第１回無担保転

換社債型新株予約権付社債による調達資金の使途については、アイラッシュケア事業を含む総合美容

事業のグローバル展開資金、運転資金に充当する予定でおりました。 

 

しかしながら、アイラッシュケア事業を含む総合美容事業のグローバル展開に関する精査・検討お

よび平成 28 年 12 月 2 日付で開示している通り、当社の代表取締役変更に伴い、新たな代表で事業を

推し進める上での経営計画練り直しなど社内体制の再構築に時間を要しており、アイラッシュケア事

業を含む総合美容事業のグローバル展開の進捗が遅れている状況であり、新株予約権及び新株予約権

付社債の発行により得た資金を当該事業展開に充当出来ていない状態です。当該事業の展開状況に従

って、得た資金を使用していく予定ですが、現時点では、当社の銀行預金での保管として留まってお

ります。加えて、今期における当社の業績が低調に推移していることから、資金効率を考慮して、金

融機関からの借入金返済の一部に充当し、返済をすることで有利子負債の圧縮と支払利息の負担軽減

を図ることと決断いたしました。 

以上より、総合美容事業のグローバル展開資金の支出予定時期を平成 29 年 1 月～平成 30 年 2 月

に変更し、総合美容事業のグローバル展開資金として予定していた金額（アイラッシュサロン出店

費用152,000千円）のうち、100,000千円を金融機関への借入金返済に充当することといたしました。 

なお、今回の資金使途変更によって借入金の返済に充てることに伴い不足するアイラッシュサロン

出店費用 100,000 千円については、当該事業展開の進捗状況により、必要に応じて改めて調達する予

定でございます。 

 

 



 

変更内容 

変更箇所には下線を付しております。 

【変更前】 

（２）新株予約権付社債による調達資金の具体的な使途及び支出予定時期 

 

 具体的な使途 金 額（千円） 支出予定時期 

①  

アイラッシュケア事業を含む

総合美容事業のグローバル展

開資金 

370,000 平成 28 年 11 月～平成 29 年 4 月 

②  運転資金 18,000 平成 28 年 11 月～平成 29 年 2 月 

 

【変更後】 

（２）新株予約権付社債による調達資金の具体的な使途及び支出予定時期 

 具体的な使途 金 額（千円） 支出予定時期 

①  

アイラッシュケア事業を含む

総合美容事業のグローバル展

開資金 

270,000 平成 29 年 1 月～平成 30 年 2 月 

②  運転資金 18,000 平成 28 年 11 月～平成 29 年 2 月 

③  金融機関への借入金返済 100,000 平成 28 年 12 月～平成 29 年 1 月 

 

 

2. 今後の見通しと影響 

本件変更に伴う、当社業績への影響は軽微であります。平成 29年 2 月期の業績予想につきまして

は、平成 28 年 10 月７ 日付で公表した「平成 29年 2 月期第 2四半期連結累計期間の業績予想値と

実績値との差異及び通期連結業績予想値の修正に関するお知らせ」及び「平成 29 年 2 月期第 2四半

期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

以  上 

 


